
都
市
計
画
道
路
対
馬
江
大

利
線
が
２
月
25
日
、
事
業

認
可
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

３
月
23
日
、
27
日
と
事
業

認
可
の
説
明
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

対
馬
江
大
利
線
は
、
幅

員
20
ｍ
で
、
①
車
道
は
３

ｍ
が
２
車
線
、
②
停
車
帯

１
・
５
ｍ
、
③
自
転
車
通

行
帯
２
ｍ
、
④
歩
道
（
植

樹
帯
を
含
め
て
）
３
・
５

ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
大
利
橋
以
西
か

ら
西
小
学
校
手
前
ま
で
の

寝
屋
川
市
施
行
の
８
５
０

ｍ
に
つ
い
て
、
沿
道
の
地

籍
調
査
な
ど
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
８
５
０
ｍ
区
間
に

つ
い
て
は
、
密
集
住
宅
重

点
整
備
地
区
（
大
利
・
池

地
区
）
に
指
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
道
路
の
拡

張
と
合
わ
せ
て
、
密
集
住

宅
整
備
事
業
（
建
て
替
え

事
業
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

15
年
度
は
、
大
利
町
東

大
利
町
、
大
利
元
町
で
地

籍
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。16

年
度
で
境
界
の
確
定

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
栄
寺
町
、
高
柳
栄
町
、

高
柳
１
丁
目
に
つ
い
て
は
、

16
年
度
に
地
籍
調
査
な
ど

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
大

利
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
約
20
ｍ
位
を
優
先
し
て

用
地
買
収
を
進
め
る
予
定

で
す
。

16
度
の
就
学
援
助
制
度

の
申
請
受
付
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

●
（
受
付
期
間
）

４
月
１
日
～
４
月
28
日
ま

で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

尚
、
16
日
（
土
）
、
17

日
（
日
）
は
受
付
し
ま
す
。

●
（
受
付
時
間
）
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
半
ま
で

●
（
受
付
場
所
）
市
役
所

本
館
２
階

第
１
会
議
室

詳
し
く
は
、

寝
屋
川

市
教
育
委
員
会

教
育
政

策
総
務

８
２
４

１
１

８
１
（
内
線
３
０
１
５
）

な
お
、
今
年
度
か
ら
所

得
制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

例
え
ば
、
２
人
世
帯

（
35
才
・
９
才
の
場
合
）

で
は
、
今
年
度
は
、
１

８
４
万
６
１
５
０
円

（
昨
年
度
は
１
７
９
万

９
２
０
円
）
と
な
り
、

対
象
者
枠
が
拡
大
し
ま

し
た
。
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業
事
認
可
に
伴
う
説
明
会

開
催

性
的
少
数
者

（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
）

に
配
慮
す
る

取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。｢

Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ｣

と
は｢

Ｌ｣

は
レ

ズ
ビ
ア
ン
、｢

Ｇ｣

は
ゲ
イ
、

｢

Ｂ｣

は
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル

（
両
性
愛
者
）｢

Ｔ｣

は
ト

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
性

別
に
と
ら
わ
れ
な
い
性
別

の
あ
り
方
を
も
つ
人
）
で

す
▼
東
京
都
渋
谷
区
と
世

田
谷
区
が
、
同
性
カ
ッ
プ

ル
に｢

結
婚
に
相
当
す
る

関
係｣

を
証
明
す
る
公
的

文
書
の
発
行
を
始
め
ま
し

た
。
宝
塚
市
も
今
年
６
月

か
ら
証
明
書
を
発
行
す
る

予
定
で
す
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の

人
は
人
口
の
３
～
５
％
程

度
、
小
中
学
校
の
１
ク
ラ

ス
に
１
～
２
人
存
在
し
て

い
て
幼
少
期
か
ら
「
自
分

は
他
の
友
達
と
は
ち
ょ
っ

と
違
う
か
も
し
れ
な
い
」

と
何
ら
か
の
生
き
づ
ら
さ

を
抱
え
て
い
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
▼
自
分
の
あ

り
の
ま
ま
の
姿
を
自
分
で

も
認
め
ら
れ
な
い
、
大
人

か
ら
も
理
解
さ
れ
な
い
な

ど
が
要
因
で
不
登
校
に
な
っ

た
り
、
自
殺
を
考
え
る
ま

で
追
い
つ
め
ら
れ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
子
ど
も
が
偏
見

を
乗
り
越
え
て｢

相
談
し

て
も
大
丈
夫｣

と
い
う
相

談
先
を
明
示
す
る
取
り
組

み
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す

▼
大
阪
淀
川
区
役
所
は
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
こ
ど
も
向
け
ポ

ス
タ
ー
や
、
教
職
員
用
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
、

昨
年
９
月
に
は
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
、
今

後
の
支
援
活
動
に
反
映
さ

せ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は

３
月
議
会
で
啓
発
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
る
と
の

答
弁
が
あ
り
期
待
し
ま
す
。

就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

4
月
8
日
ま
で

15年 16年 17年 18年 19年 20年
事業認可

地籍調査等
家屋調査

用地買収･家屋等保障
道路工事

対馬江大利線整備スケジュール

都
市
計
画
道
路
対
馬
江
大

利
線
が
２
月
25
日
、
事
業

認
可
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

３
月
23
日
、
27
日
と
事
業

認
可
の
説
明
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

対
馬
江
大
利
線
は
、
幅

員
20
ｍ
で
、
①
車
道
は
３

ｍ
が
２
車
線
、
②
停
車
帯

１
・
５
ｍ
、
③
自
転
車
通

行
帯
２
ｍ
、
④
歩
道
（
植

樹
帯
を
含
め
て
）
３
・
５

ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
大
利
橋
以
西
か

ら
西
小
学
校
手
前
ま
で
の

寝
屋
川
市
施
行
の
８
５
０

ｍ
に
つ
い
て
、
沿
道
の
地

籍
調
査
な
ど
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
８
５
０
ｍ
区
間
に

つ
い
て
は
、
密
集
住
宅
重

点
整
備
地
区
（
大
利
・
池

地
区
）
に
指
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
道
路
の
拡

張
と
合
わ
せ
て
、
密
集
住

宅
整
備
事
業
（
建
て
替
え

事
業
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

15
年
度
は
、
大
利
町
東

大
利
町
、
大
利
元
町
で
地

籍
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。16

年
度
で
境
界
の
確
定

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
栄
寺
町
、
高
柳
栄
町
、

高
柳
１
丁
目
に
つ
い
て
は
、

16
年
度
に
地
籍
調
査
な
ど

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、
大

利
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
約
20
ｍ
位
を
優
先
し
て

用
地
買
収
を
進
め
る
予
定

で
す
。

16
度
の
就
学
援
助
制
度

の
申
請
受
付
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

●
（
受
付
期
間
）

４
月
１
日
～
４
月
28
日
ま

で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

尚
、
16
日
（
土
）
、
17

日
（
日
）
は
受
付
し
ま
す
。

●
（
受
付
時
間
）
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
半
ま
で

●
（
受
付
場
所
）
市
役
所

本
館
２
階

第
１
会
議
室

詳
し
く
は
、

寝
屋
川

市
教
育
委
員
会

教
育
政

策
総
務

８
２
４

１
１

８
１
（
内
線
３
０
１
５
）

な
お
、
今
年
度
か
ら
所

得
制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

例
え
ば
、
２
人
世
帯

（
35
才
・
９
才
の
場
合
）

で
は
、
今
年
度
は
、
１

８
４
万
６
１
５
０
円

（
昨
年
度
は
１
７
９
万

９
２
０
円
）
と
な
り
、

対
象
者
枠
が
拡
大
し
ま

し
た
。

No.２７８２（１） 寝屋川民報 （毎週金曜日発行） http://jcp-neyagawa.jp/ ２０１５年 ４月 ８日（金）

寝屋川市役所内日本共産党控室 〒572-8555 寝屋川市本町1番1号 寝屋川市政について、ご意見ご要望をお寄せ下さい。Ｅメール n-jcp@jcp-neyagawa.jp

対馬江大利線が事業認可

地籍調査・用地買収など予算化

石本えりな
太秦元町9－2－203

090-8937-1934

太田とおる
高柳2－49－2

080-3818-9722

中林かずえ
宝町4－33

090-3944-8385

西田まさみ
石津中町30－3

090-9713-3588

前川なお
萱島東2－16－11

090-1025-7503

発行

日 本 共 産 党
寝屋川市会議員団

072-824-1181
(内線2399)
FAX：824-776

NO.２７８２

業
事
認
可
に
伴
う
説
明
会

開
催

性
的
少
数
者

（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
）

に
配
慮
す
る

取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。｢

Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ｣

と
は｢

Ｌ｣

は
レ

ズ
ビ
ア
ン
、｢

Ｇ｣

は
ゲ
イ
、

｢

Ｂ｣

は
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル

（
両
性
愛
者
）｢

Ｔ｣

は
ト

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
性

別
に
と
ら
わ
れ
な
い
性
別

の
あ
り
方
を
も
つ
人
）
で

す
▼
東
京
都
渋
谷
区
と
世

田
谷
区
が
、
同
性
カ
ッ
プ

ル
に｢

結
婚
に
相
当
す
る

関
係｣

を
証
明
す
る
公
的

文
書
の
発
行
を
始
め
ま
し

た
。
宝
塚
市
も
今
年
６
月

か
ら
証
明
書
を
発
行
す
る

予
定
で
す
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の

人
は
人
口
の
３
～
５
％
程

度
、
小
中
学
校
の
１
ク
ラ

ス
に
１
～
２
人
存
在
し
て

い
て
幼
少
期
か
ら
「
自
分

は
他
の
友
達
と
は
ち
ょ
っ

と
違
う
か
も
し
れ
な
い
」

と
何
ら
か
の
生
き
づ
ら
さ

を
抱
え
て
い
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
▼
自
分
の
あ

り
の
ま
ま
の
姿
を
自
分
で

も
認
め
ら
れ
な
い
、
大
人

か
ら
も
理
解
さ
れ
な
い
な

ど
が
要
因
で
不
登
校
に
な
っ

た
り
、
自
殺
を
考
え
る
ま

で
追
い
つ
め
ら
れ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
子
ど
も
が
偏
見

を
乗
り
越
え
て｢

相
談
し

て
も
大
丈
夫｣

と
い
う
相

談
先
を
明
示
す
る
取
り
組

み
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す

▼
大
阪
淀
川
区
役
所
は
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
こ
ど
も
向
け
ポ

ス
タ
ー
や
、
教
職
員
用
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
、

昨
年
９
月
に
は
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
、
今

後
の
支
援
活
動
に
反
映
さ

せ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は

３
月
議
会
で
啓
発
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
る
と
の

答
弁
が
あ
り
期
待
し
ま
す
。

就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

4
月
8
日
ま
で

15年 16年 17年 18年 19年 20年
事業認可

地籍調査等
家屋調査

用地買収･家屋等保障
道路工事

対馬江大利線整備スケジュール



No.２７８２（１） 寝屋川民報 （毎週金曜日発行） http://jcp-neyagawa.jp/ ２０１５年 ４月 ８日（金）

寝屋川市役所内日本共産党控室 〒572-8555 寝屋川市本町1番1号 寝屋川市政について、ご意見ご要望をお寄せ下さい。Ｅメール n-jcp@jcp-neyagawa.jp

No.２７８２（１） 寝屋川民報 （毎週金曜日発行） http://jcp-neyagawa.jp/ ２０１５年 ４月 ８日（金）

寝屋川市役所内日本共産党控室 〒572-8555 寝屋川市本町1番1号 寝屋川市政について、ご意見ご要望をお寄せ下さい。Ｅメール n-jcp@jcp-neyagawa.jp



16
年
度
か
ら
２
年
間

か
け
て
「
寝
屋
川
市
立

地
適
正
化
計
画
」
が
策

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
を
市
が
策

定
す
る
こ
と
で
対
象
事

業
に
対
し
て
国
の
財
政

支
援
が
あ
り
ま
す
。

立
地
適
正
化
計
画
は
、

国
の
都
市
再
生
特
措
法

に
基
づ
く
計
画
で
、
駅

な
ど
を
中
心
と
し
た
都

市
機
能
の
集
約
と
居
住

の
誘
導
に
よ
る
都
市
の

コ
ン
パ
ク
ト
化
を
推
進

す
る
計
画
だ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

寝
屋
川
市
は
狭
い
面

積
に
多
く
の
市
民
が
暮

ら
す
街
で
あ
り
、
「
コ

ン
パ
ク
ト
化
の
推
進
」

と
い
う
よ
り
、
（
１
）

今
住
ん
で
い
る
既
存
の

街
を
住
み
や
す
く
す
る

こ
と
。
（
２
）
市
内
の

ど
こ
に
住
ん
で
も
同
じ

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
街
に
す
る
こ
と
、
が

重
要
で
す
。

計
画
に
は
、
市
内
４

駅
（
東
寝
屋
川
駅
、
寝

屋
川
駅
、
香
里
園
駅
、

萱
島
駅
）
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
の
検
討
と
、
公

共
交
通
路
線
の
結
束
点

な
ど
の
検
討
も
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。駅

周
辺
を
中
心
と
し

た
都
市
機
能
の
集
約
で

あ
れ
ば
、
第
２
京
阪
沿

道
の
土
地
区
画
整
理
事

業
な
ど
の
大
規
模
開
発

や
郊
外
型
大
店
舗
の
誘

致
に
つ
い
て
は
規
制
す

べ
き
で
す
。

東
寝
屋
川
市
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
（
１
）
地
域
住

民
の
強
い
願
い
で
あ
る
、

東
寝
屋
川
駅
前
線
と
沿

道
の
区
画
整
理
事
業
を

中
心
に
す
え
て
進
め
る

こ
と
。
（
２
）
住
民
の

く
ら
し
や
す
さ
や
利
便

性
を
高
め
、
地
域
の
活

性
化
を
は
か
る
方
向
で

住
民
懇
談
会
、
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど

で
、
小
中
一
貫
校
の
必

要
性
や
あ
り
方
を
含
め
、

地
元
や
関
係
者
の
多
様

な
意
見
を
十
分
聞
い
て

検
討
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

30
日
、
寝
屋
川
北
部

地
下
河
川
讃
良
立
坑
と

南
寝
屋
川
公
園
防
災
広

場
の
完
成
披
露
会
が
あ

り
ま
し
た
。

寝
屋
川
流
域
は
、
地

盤
が
低
く
、
降
っ
た
雨

が
川
に
流
れ
に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
。

大
阪
府
は
道
路
の
下

な
ど
に
設
け
る
地
下
河

川
や
雨
水
を
一
時
的
に

貯
留
す
る
流
域
調
整
池

な
ど
の
整
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。

第
２
京
阪
道
路
の
下

の
地
下
河
川
の
上
流
部

分
で
あ
る
讃
良
立
抗
は
、

直
径
35
ｍ
地
下
40
ｍ
で
、

全
域
の
開
通
ま
で
は
20

万
ｍ
３
の
貯
留
施
設
と

し
て
暫
定
運
用
し
て
お

り
、
地
域
の
浸
水
被
害

の
軽
減
に
役
立
て
て
い

ま
す
。

讃
良
立
坑
の
上
部
で

あ
る
防
災
公
園
に
は
、

防
災
ベ
ン
チ
（
か
ま
ど
）

や
防
災
テ
ン
ト
な
ど
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
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菅
原
神
社
前
交
差
点

が
今
年
初
め
か
ら
３
月

に
か
け
て
改
善
さ
れ
ま

し
た
。

改
善
内
容
は
、
自
転

車
道
（
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
）

表
示
、
横
断
防
止
策
の

設
置
（
日
光
ハ
イ
ツ
前

と
菅
原
神
社
前
）
、
縁

石
設
置
（
か
ご
の
家
前

右
）
、
歩
道
前
だ
し

（
原
神
社
前
）
な
ど
で

す
。改

善
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
は
一
昨
年
12

月
に
発
生
し
た
池
田
中

町
の
Ｕ
さ
ん
の
交
差
点

内
で
の
交
通
事
故
で
し

た
。そ

の
後
、
警
察
で
５

年
間
の
事
故
の
特
徴
の

調
査
、
や
、
池
田
中
町

公
民
館
を
お
借
り
し
て

地
域
懇
談
会
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

こ
の
交
差
点
の
事
故

の
ほ
と
ん
ど
に
自
転
車

や
バ
イ
ク
が
関
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

Ｕ
さ
ん
以
外
の
方
か

ら
の
要
望
で
、
現
場
に

立
っ
た
り
、
警
察
へ
の

対
策
の
相
談
、
堀
田
元

府
議
を
介
し
て
大
阪
府

都
市
整
備
部
な
ど
へ
の

要
望
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

当
初
の
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
歩
道
橋
の
撤
去
に
伴

う
、
横
断
歩
道
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
議
論
が
あ
り
ま
し

た
が
、
通
学
路
で
あ
る

こ
と
か
ら
難
し
い
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に

取
り
組
む
中
で
、
改
め

て
安
全
マ
ナ
ー
の
大
切

さ
を
学
ば
せ
て
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。

立地適正化計画の策定

既存の街を住みやすく

中
林

か
ず
え

東
寝
屋
川
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

地
元
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
い
て

大
規
模
開
発
や
郊
外
型
大
型
店

規
制
す
べ
き

４月府営住宅募集

申し込み受付期間

４月１日から４月１５日

申込書は党議員団事務所に

おいています。

寝
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川
北
部
地
下
河
川
讃
良
立
坑

南
寝
屋
川
防
災
公
園
が
完
成
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２
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川
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適
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が
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。
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進
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狭
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